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座  長

脳外科診療における
PET/SPECT診断のPearls＆Pitfalls

京都大学大学院医学研究科 脳病態生理学講座 脳神経外科学 教授
宮本　享 先生

国立循環器病研究センター 脳卒中統合イメージングセンター 部長
中川原　譲二 先生
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※本総会イブニングセミナーは整理券制ではございません

木

職　　歴：1978年　札幌医科大学医学部卒業
 1978年　中村脳神経外科病院 研修医
 1981年　国立循環器病センター 脳血管外科レジデント
 1985年　(財)大阪脳神経外科病院 医局長
 1989年　中村記念病院 脳神経外科医長
 1993年　BispebjergHospital（ビスペビア病院、コペンハーゲン）客員研究員
 1994年　中村記念病院 脳神経外科部長
 2000年　北海道大学大学院研究科病態情報学核医学分野非常勤講師
 2006年　中村記念病院 診療本部長・脳卒中センター長
  診療情報管理室 室長・治験管理室 室長
 2012年　国立循環器病研究センター脳卒中統合イメージンセンター部長

専門分野：脳神経外科学、頭蓋底外科学、脳卒中学、脳卒中の外科学、脳循環代謝学、
 脳神経核医学（SPECT、PET）、神経放射線学（CT、MRI）、診療情報管理学

専 門 医：日本脳神経外科学会専門医、日本脳卒中専門医、日本核医学会PET核医学認定医

所属学会：日本脳神経外科学会 代議員/卒後教育委員/北海道支部理事
 日本脳神経外科コングレス 運営委員（H11～15）
 日本脳神経外科救急学会 評議員
 日本脳卒中の外科学会 理事/代議員/編集委員（H17～20）
 日本脳卒中学会 幹事/代議員.評議員/国際委員/カリキュラム専門部会委員
 日本脳循環代謝学会 幹事/編集委員
 日本核医学会 理事/評議員/北日本地方会世話人/北海道地方会世話人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

国際学会：米国脳神経外科学会（AANS）International membership
 AANS/CNS International Member of Cerebrovascular Section
 世界脳神経外科学会（WFNS）
 AHA/ASA Stroke council
 世界脳卒中学会（WSO）
 国際脳循環代謝学会（ISCBFM）
 北米核医学会（SNM）

■ 職歴
1978年　札幌医科大学医学部卒業
1981年　国立循環器病センター 脳血管外科レジデント
1994年　中村記念病院 脳神経外科部長
2006年　中村記念病院 診療本部長・脳卒中センター長
2012年　現職

■ 専門医
日本脳神経外科学会専門医
日本脳卒中専門医
日本核医学会PET核医学認定医
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　PET/SPECT研究の進歩により、脳虚血病態の概念として急性期のIschemic penumbraや慢性期のMisery 

perfusionなどの診断基準が確立してきた。しかし、脳虚血に対する血管性代償能（脳血管拡張）および代謝性代償能

（脳酸素摂取率OEFの増大）の観点からこれらの脳虚血病態を再考する必要がある。すなわち、急性期の脳虚血につ

いては、Ischemic penumbra（脳血管拡張のないOEFの最増大）とは異なる脳虚血病態として、Acute misery 

perfusion（脳血管拡張のあるOEFの増大）が想定され、治療介入を許容するtime windowが両者では大幅に異なる。

一方、慢性期のMisery perfusion（血行力学的脳虚血Stage2）については、脳血管拡張が著明であるほどOEFの増

大が限定されるという関係を常に考慮する必要がある。罹病期間の長いもやもや病では、脳血管拡張が顕著となる

Long-standing misery perfusionが想定され、脳血行再建術後のHyperperfusionの遷延要因ともなる。
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